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ຊ ߸ ͷ 内 ༰

議会の日程や࣭問議һ・߲ ໨、Πンターωοτ中ܧ、ΩοζαΠτ、
議һの঺հ、ຊ会議やҕһ会の会議࿥などをࡌܝしています。

県議会ϗʔϜϖʔδͷ͝Ҋ಺
ύιコンやεϚϗでもごཡになれます。

（音声による「声の県議会だより」もあります。）

Πϯλʔωοτ൛県議会ͩΑりͷ͝Ҋ಺

議会の৘ใをいͪૣくおಧ͚します。 

県議会ެ̭ࣜͷ͝Ҋ಺

新
春
の
御
挨
拶

໌
け
ま
し
て
͓
め
で
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

օ
さ
ま
に
͓
か
れ
ま
し
て
は
、
݈
や
か
に

新
年
を
͓
ܴ
え
の
͜
と
と
৺
よ
り
͓
ܚ
び

ਃ
し
上
げ
ま
す
。

ࡢ
年
は
、
̕
月
に
୆
෩
十
ޒ
߸
に
൐
う

ཽ
ר
や
大
Ӎ
に
よ
り
県
内
֤
ॴ
で
大
͖
な

ඃ
֐
が
発
生
し
ま
し
た
。
ඃ
ࡂ
さ
れ
た
օ

さ
ま
の
一
೔
も
早
い
復
چ
・
復
ڵ
を
৺
よ

り
͓
ف
り
ਃ
し
上
げ
ま
す
。
ܹ
ਙ
化
す
る

自
વ
ࡂ
֐
か
ら
県
民
の
໋
と
฻
ら
し
を
क

る
た
め
、
ࡂ
֐
に
強
い
県
土
づ
く
り
の
ඞ

要
性
を
վ
め
て
ײ
͡
て
͓
り
ま
す
。

一
方
で
、
未
来
へ
の
ر
๬
を
ײ
͡
さ
ͤ

る
໌
る
い
動
͖
も
あ
り
ま
し
た
。
本
県
も

開
࠵
地
の
一
つ
と
な
っ
た
౦
ژ
２
̌
２
̑

デ
ϑ
リ
ン
ϐ
ッ
ク
で
は
、
本
県
Ώ
か
り
の

બ
手
の
活
༂
が
県
民
に
༐
ؾ
と
ײ
動
を
༩

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
෋
࢜
ࢁ
で
は
、

入
ࢁ
料
の
導
入
に
よ
り
ొ
ࢁ
者
の
安
શ
確

保
と
世
界
Ҩ
産
の
保
શ
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
み
ま
し
た
。

本
年
は
、
੩
Ԭ
県
஀
生
̍
̑
̌
年
の
અ

目
の
年
で
す
。
ྺ
࢙
を
未
来
へ
つ
な
͗
、

本
県
の
魅
力
が
よ
り
一
૚
ً
く
一
年
に
な

る
͜
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
ٞ
ձ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
օ
さ
ま

の
生
活
や
経
済
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え
、

੩
Ԭ
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
શ
力

で
取
り
組
Μ
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
૬
ม

Θ
ら
͵
ご
理
ղ
と
ご
ڠ
力
を
͓
ئ
い
い
た

し
ま
す
。

12
月
定
ྫ
ձ
は
12
月
̍
೔
か
ら
12
月
1�
೔

ま
で
の
1�
೔
ؒ
開
࠵
し
ま
し
た
。

開
ձ
೔
に
、
஌
事
か
ら
令
和
７
年
度
੩
Ԭ

県
一
ൠ
ձ
計
補
正
予
算
案
な
ど
56
ٞ
案
が

提
出
さ
れ
、
ٞ
案
等
の
આ
໌
が
あ
り
ま
し
た
。

̑
೔
ؒ
に
Θ
た
る
代
ද
質
問
͓
よ
び
一
ൠ
質

問
で
は
17
人
の
ٞ
員
が
ొ
ஃ
し
、
஌
事
の
政

治
࢟
੎
や
令
和
８
年
度
౰
ॳ
予
算
ฤ
成
方
針
、

新
県
ཱ
中
ԝ
図
ॻ
ؗ
の
੔
උ
方
針
な
ど
県
政

શ
ൠ
に
Θ
た
り
活
発
な
ٞ
࿦
を
交
Θ
し
ま
し

た
。12

月
̐
೔
に
は
ܧ
続
৹
ࠪ
と
な
っ
て
い
た

令
和
６
年
度
一
ൠ
ձ
計
歳
入
歳
出
ܾ
算
な
ど

17
݅
の
ܾ
算
を
ೝ
定
し
ま
し
た
。

ま
た
12
月
15
೔
に
は
෺
価
高
へ
の
対
応
、

฻
ら
し
の
安
定
に
向
け
た
一
ൠ
ձ
計
補
正

予
算
案
が
௥
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ͦ
の
後
、
常
೚
ҕ
員
ձ
で
ٞ
案
の
ৄ
ࡉ

な
৹
ࠪ
を
行
い
、
12
月
1�
೔
の
最
ऴ
本
ձ

ٞ
で
は
、
常
೚
ҕ
員
長
の
৹
ࠪ
݁
果
報
ࠂ

の
後
、
࠾
ܾ
を
行
い
、
શ
て
の
ٞ
案
を
可

ܾ
ま
た
は
ಉ
ҙ
し
ま
し
た
。

ま
た
ಉ
೔
、
県
の
ݫ
し
い
財
政
状
گ
を

౿
ま
え
た
ٞ
員
の
期
຤
手
౰
の
支
給
ׂ
合

を
ਾ
え
ஔ
く
た
め
の
ٞ
員
提
案
に
よ
る
৚

ྫ
案
͓
よ
び
͜
れ
に
関
連
す
る
一
ൠ
ձ
計

補
正
予
算
案
を
可
ܾ
す
る
と
と
も
に
、
国

に
対
す
る
̐
݅
の
ҙ
見
ॻ
案
を
શ
て
可
ܾ

し
ま
し
た
。

͜
の
΄
か
੩
Ԭ
県
総
合
計
画
案
に
つ
い

て
常
೚
ҕ
員
ձ
で
集
中
৹
ࠪ
を
行
い
、
ด

ձ
後
に
計
画
案
に
対
す
る
提
ݴ
を
஌
事
へ

提
出
し
、計
画
へ
の
൓
ө
を
要
๬
し
ま
し
た
。

˕
ඃ
ࡂ
者
生
活
࠶
建
支
援
制
度
の
拡
充
を
ٻ

め
る
ҙ
見
ॻ

˕
民
生
ҕ
員
・
ࣇ
ಐ
ҕ
員
の
୲
い
手
確
保
と

定
着
を
ٻ
め
る
ҙ
見
ॻ

˕
࿑
ಇ
࣌
ؒ
๏
制
の
検
討
に
向
け
た
ஸ
ೡ
か

つ
建
設
的
な
ٞ
࿦
を
ٻ
め
る
ҙ
見
ॻ

˕
೴
੸
਷
ӷ
࿙
出
঱
ױ
者
の
ٹ
済
を
ٻ
め
る

ҙ
見
ॻ

ҙ
ݟ
ॻ	

݅
໊


Մ
ܾ
し
ͨ
ओ
ͳ
ٞ
Ҋ

˗
ྩ
࿨
̓
೥
౓
੩
Ԭ
県
Ұ
ൠ
ձ
計
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

������������

̎
̐
̑
ԯ
�
̓
̌
̌
ສ
ԁ

ҙ
ݟ
ॻ
の
શ
จ
͸
ỏ

͜
ͪ
ら
Λ
͝
ཡ
͘
ͩ
͞
͍

ủ
議
Ҋ
ʹ
ର
͢
Δ

֤
会
೿
౳
の
ࢍ
൱
Ứ͸
ỏ

͜
ͪ
ら
Λ
͝
ཡ
͘
ͩ
͞
͍
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https://x.com/gikai_shizuoka
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議
12
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら
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ද

࣭
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લ

૿ま
す
ͩా
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Ϋ
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͔
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Ճ
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ớ
ࣗ
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��
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͞ࡩ
͘
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উ͔
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Ζ
う࿠

ớ
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��
݄
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ޕ
後
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と
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ớ
ࣗ
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ֵ
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��
݄
̔
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લ
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ੈ
ࢠ

ớ
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改
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��
݄
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݄
̔
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ޕ
後
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ͣ໦͖
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࢚͡

ớ
ࣗ
民
改
ֵ
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ٞ
Ờ

��
݄
̔
೔
ޕ
後

ੁす
が
͵
まপ

ହや
す
ͻ͞ٱ

ớ
;
͡
の
͘
に
県
民
Ϋ
ラ
ϒ
Ờ

��
݄
̐
೔
ޕ
લ

Ճ͔

͹

たാ

たؽ
け
し

ớ
ࣗ
民
改
ֵ
ձ
ٞ
Ờ
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��
݄
̕
೔
ޕ
લ

൧͍
͍
ͩా

຤す
͑෉͓

ớ
ࣗ
民
改
ֵ
ձ
ٞ
Ờ

返
礼
品
の
充
実
等
多
様
な
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
拡
充
に
向
け
企

業
と
県
の
施
策
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
県
内
に
工
場
等
が
あ
る
首
都
圏

企
業
を
訪
問
し
呼
び
掛
け
て
い
く
。

産

業

ຊ
県
の
࢈
ۀ
੓
策

こ
れ
ま
で
の
࢈
ۀ
੓
策
の
ධ

Ձ
と
今
後
の
方
向
ੑ
は
。

平
成
26
年
度
策
定
の
産
業
成

長
戦
略
で
重
点
施
策
と
し
た

企
業
誘
致
や
次
世
代
産
業
の
創
出

等
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

今
後
は
活
力
あ
る
多
様
な
企
業
の

集
積
に
向
け
、
経
済
成
長
や
地
域

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
対
し
資
金
調
達
支
援
や

県
内
企
業
と
の
共
創
、
首
都
圏
か

ら
の
誘
致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

県
内
企
業
の
新
事
業
展
開
へ
の
挑

戦
や
適
切
な
価
格
転
嫁
、
成
長
加

速
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
多
様
な

企
業
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
企
業
誘

致
施
策
に
向
け
体
制
を
強
化
す
る
。

ઓ
ུ
త
な
地
域
֎
ަ
の
ల
։

̪
̘
̡
̜
౳
ࠃ
際
ω
ỽ
ト
ϫ

ー
Ϋ
活
用
の
取
り
組
み
は
。

新
た
な
地
域
外
交
基
本
方
針

で
は
、
限
ら
れ
た
人
員
・
予

算
で
県
民
や
県
内
企
業
の
メ
リ
ッ

■会派別議員数
ʢྩ࿨̔೥݄̍��೔ࡏݱʣ

ࣗຽվֵձٞ
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ແॴଐ

　��ਓ

��ਓ

̑ਓ

̑ਓ

ఆ਺��ਓ　ݱһ��ਓ

行

政

ࡒ
੓
ѱ
化
の
要
Ҽ
と
今
後
の
改
善
策

ࡒ
੓
状
況
ѱ
化
の
ࠜ
ຊ
త
要

Ҽ
と
ࡒ
੓
݈
全
化
の
対
策
は
。

平
成
2�
年
度
以
降
、
公
共
施

設
新
設
や
県
単
独
事
業
費
の

増
加
等
に
よ
り
歳
出
規
模
が
拡
大

し
た
。
歳
入
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
対
策
が
不
十
分
で
赤
字
地
方

債
発
行
等
に
よ
る
自
転
車
操
業
が

常
態
化
し
財
政
指
標
も
年
々
悪
化

し
た
。
今
後
は
財
務
の
見
直
し
を

徹
底
し
、
中
長
期
計
画
に
基
づ
く

歳
入
歳
出
の
管
理
に
よ
り
赤
字
地

方
債
に
頼
る
財
政
運
営
か
ら
脱
却

す
る
。
ま
た
歳
入
確
保
に
向
け
未

来
を
育
む
投
資
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
取
り
組
み
、
本
県
の
成
長
実

現
と
税
収
増
加
に
つ
な
げ
る
。

;
る
͞
と
ೲ
੫
に
Α
る
ࡀ
入
確
保

;
る
͞
と
ೲ
੫
の
取
り
組
み

の
ڧ
化
策
は
。

本
県
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
令

和
６
年
度
実
績
で
約
55
億
円
、

地
方
交
付
税
補
塡
後
で
も
約
12
億

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
収
支

均
衡
を
中
期
的
な
目
標
と
し
、
令

和
７
年
10
月
に
増
収
に
向
け
た
部

局
横
断
の
検
討
チ
ー
ム
を
発
足
、

広
域
自
治
体
な
ら
で
は
の
魅
力
的

な
返
礼
品
開
発
に
加
え
、
体
験
型

ト
を
最
大
化
す
る
観
点
か
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
と
海
外
活
力
の
取

り
込
み
強
化
を
２
本
柱
と
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
等
の
８
つ
の
重

点
的
取
り
組
み
を
定
め
、
取
り
組

み
ご
と
に
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ

る
国
・
地
域
を
設
定
す
る
戦
略
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
転
換
す
る
。
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ｇ
等
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
世
界
と
の
関
係
構
築
や
連

携
強
化
、
本
県
の
先
進
的
な
取
り

組
み
等
の
魅
力
発
信
を
推
進
す
る
。

ྛ
ۀ
施
策
の
ਪ
進

࣋
ଓ
Մ
ೳ
な
ྛ
ۀ
ܦ
Ӧ
に
向

け
た
施
策
は
。

森
林
は
水
を
蓄
え
土
砂
の
流

出
を
防
ぐ
な
ど
公
益
的
な
機

能
を
有
す
る
た
め
、
林
業
の
持
続

性
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
情
報
の
活
用
に
よ
る
森
林
の
集

積
・
集
約
化
や
自
動
走
行
機
械
な

QA

��
݄
̐
೔
ޕ
後

伴͹
Μɹ
ɹ
ɹ

୎す
͙
る

ớ
;
͡
の
͘
に
県
民
Ϋ
ラ
ϒ
Ờ

ど
の
先
端
技
術
導
入
、
早
生
樹
の

経
営
モ
デ
ル
構
築
等
に
取
り
組
み
、

林
業
の
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上

を
図
る
。
ま
た
経
営
体
の
強
化
や

高
度
な
先
端
技
術
を
扱
う
技
術
者

の
養
成
を
進
め
る
と
と
も
に
新
た

な
需
要
が
見
込
ま
れ
る
非
住
宅
建

築
分
野
で
県
産
材
利
用
を
拡
大
し

も
う
か
る
林
業
へ
の
転
換
を
図
る
。

今
後
の
ਫ
࢈
施
策

ݫ
し
͍
ւ
༸
ɾ
ܦ
Ӧ
؀
ڥ
を

ଧ
։
し
ਫ
࢈
ۀ
を
࣋
ଓ
Մ
ೳ

な
࢈
ۀ
と
す
る
た
Ί
の
施
策
は
。

持
続
可
能
な
水
産
業
の
実
現

に
は
、
生
産
か
ら
消
費
に
至

る
総
合
的
な
施
策
の
推
進
が
重
要

で
あ
る
。
生
産
面
で
は
資
源
評
価

に
基
づ
く
適
正
管
理
と
種
苗
放
流

に
よ
る
資
源
回
復
、
流
通
・
加
工

面
で
は
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

加
工
原
料
の
品
質
向
上
と
安
定
供

給
、
消
費
面
で
は
食
品
メ
ー
カ
ー

等
と
連
携
し
た
メ
ニ
ュ
ー
提
案
な

ど
を
進
め
て
い
く
。
海
の
温
暖
化

で
漁
獲
量
が
増
加
し
て
い
る
南
方

系
魚
種
の
資
源
状
態
の
把
握
と
利

活
用
の
研
究
な
ど
に
も
着
手
す
る
。

੩Ԭ県;るさとೲ੫ฦྱ඼(Πϝーδ）

6C-(ੈքධ議会（中ࠃ・੢҆市）

「木ࡐൖ出࡞業」（(ެࣾ)੩Ԭ県ڠྛࢁ会提ڙ）ਫ࢈෺ফඅ֦େのऔり૊Έ

「
ੈ
ք
౎
ࢢ
自
࣏
体
࿈
߹
」の
こ
と
。

6
OJUFE�$

JUJFT�BOE�-PDBM�
(
PWFSON

FOUT

の
ུ
。̎
̌
̌
̐

೥
設
ཱ
の
ੈ
ք
࠷
େ
の
஍
ํ
自
࣏

体
࿈
߹
૊
৫
ࠃ。
ࡍ
੓
࣏
に
͓
͚

る
஍
ํ
自
࣏
体
の
Ө
ڹ
ྗ
の
ڧ
化

や
、஍
ํ
自
࣏
体
ؒ
の
ަ
ྲྀ
ଅ
ਐ

等
を
໨
的
に
ࠃ、
ࡍ
ձ
ٞ
や
η
ϛ

φ
ー
等
を
実
ࢪ
し
て
い
る
。ຊ
ݝ

は
ྩ
࿨
̓
೥
̒
݄
に
೔
ຊ
の
౎
ಓ

෎
ݝ
と
し
て
ॳ
め
て
Ճ
ໍ
し
た
。

̪
̘
̡
̜

用
語
解
説

QA

QAQA

QA

QA

https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1443
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1446
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1444
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1447
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1448
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1449
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1450
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1451
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1452
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1453
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1454
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1455
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1456
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1457
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1458
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1459
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1460
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/
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域
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
ࢢ
ொ
等

連
携
に
よ
る
෯
広
い
分
野
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
શ
県
で
効

果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

҆
શ
ɾ
҆
৺

熊
出
没
時
の
警
察
の
対
応

初
動
対
応
体
制
や
関
係
機
関

と
の
連
携
状
況
、
県
民
の
安

心
に
つ
な
が
る
安
全
確
保
策
は
。

出
຅
情
報
を
ೝ
஌
し
た
際
に

は
直
ͪ
に
ܯ
࡯
׭
が
現
場
に

行
く
と
と
も
に
、
ࢢ
ொ
等
関
係
機

関
と
ڠ
ಇ
し
、
防
ࡂ
ແ
ઢ
等
に
よ

る
஫
ҙ
ש
ى
や
住
民
の
ආ
೉
誘
導
、

प
ล
の
ཱ
ͪ
入
り
規
制
等
を
行
う
。

ֶ
ߍ
प
ล
や
通
ֶ
࿏
で
出
຅
し
た

場
合
は
ొ
Լ
ߍ
࣌
ؒ
ଳ
の
ܯ
ռ
等

ֶ
ߍ
関
係
者
と
連
携
し
て
対
応
す

る
。
ී
ஈ
か
ら
֤
ࢢ
ொ
や
地
ݩ
ྌ

༑
ձ
と
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
出
຅
情
報
に
つ
い
て
県
ܯ
࡯

ア
プ
リ
等
を
通
͡
、
正
確
か
つ
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
౒
め
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策

安
全
運
転
に
支
障
の
あ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
対
応
策
は
。

75
歳
以
上
の
方
が
໔
ڐ
ߋ
新

࣌
に
行
う
ೝ
஌
機
能
検
ࠪ
や

ҩ
ࢣ
か
ら
の
通
報
、
৬
務
質
問
等

の
様
々
な
観
点
を
通
͡
て
安
શ
運

転
が
ݒ
೦
さ
れ
る
ド
ϥ
イ
バ
ー
の

早
期
発
見
に
౒
め
て
い
る
。
安
શ

り
ক
来
の
ڭ
員
ࢤ
ئ
者
確
保
を
図

る
。
令
和
７
年
度
に
ࣾ
ձ
人
経
験

者
対
৅
の
બ
ߟ
を
新
設
し
、
令
和

８
年
度
か
ら
育
ࣇ
・
հ
ޢ
等
に
よ

る
཭
৬
者
を
対
৅
と
し
た
カ
ム
バ

ッ
ク
બ
ߟ
を
設
け
、
即
戦
力
の
人

材
を
確
保
す
る
。
ڭ
員
શ
体
の
ॲ

۰
վ
ળ
と
長
࣌
ؒ
ۈ
務
の
ੋ
正
に

౒
め
ڭ
৬
の
魅
力
向
上
を
図
る
。

จ
Խ
ɾ
؍
ޫ

東
部
地
域
の
周
遊
観
光

地
域
資
源
を
活
用
し
た
周
遊

観
光
拡
大
へ
の
取
り
組
み
は
。

令
和
７
年
度
は
、
֟
ా
઒
公

Ԃ
、
ശ
ࠜ
੢
࿢
ࡾ
ౡ
野
ࡊ
を

࢖
っ
た
食
、
෋
࢜
の
໊
水
が
育
Μ

ͩ
ウ
ỹ
ス
Ω
ー
等
を
組
み
合
Θ
ͤ
、

෋
࢜
ࢁ
の
ܙ
み
を
活
か
し
た
モ
デ

ル
π
ア
ー
を
࠵
行
し
た
。
֟
ా
઒

公
Ԃ
は
ܠ
観
、
交
通
の
利
ศ
性
、

଺
ࡏ
の
ຬ
足
度
等
が
ཱྀ
行
業
者
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
今
後
の
ཱྀ
行

ൢ
ച
増
加
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
る
。
ࢢ
ொ
や
̙
̢
̤
等
と
連
携

し
、
෋
࢜
ࢁ
、
自
વ
、
食
、
ྺ
࢙

จ
化
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
県
౦
部
地
域
の
魅
力
向

上
と
観
ޫ
प
༡
の
ଅ
進
を
図
る
。

文
化
芸
術
の
振
興

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

に
向
け
た
文
化
振
興
施
策
は
。

県
民
の
創
଄
的
な
活
動
の
ଅ

進
に
向
け
、
県
ܳ
術
ࡇ
等
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
活
動
の
支

援
等
に
取
り
組
む
。
ま
た
จ
化
ܳ

術
に
৮
れ
る
機
ձ
の
充
実
に
向
け
、

中
高
生
ԋ
ܶ
ؑ
৆
な
ど
ࢠ
ど
も
た

ͪ
を
対
৅
と
す
る
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
ど
͜
で
も
จ
化
財

ؑ
৆
が
で
͖
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ϒ
や
̏
次
ݩ
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
て
い
く
。
จ
化
ܳ
術
を
人
や
地

保
に
౒
め
る
。
ま
た
ڭ
育
を
ड
け

る
機
ձ
の
保
ো
に
഑
ྀ
し
つ
つ
、

શ
て
の
地
۠
に
͓
い
て
ै
来
の
࿮

組
み
に
と
ら
Θ
れ
な
い
魅
力
化
・

ಛ
৭
化
に
取
り
組
み
、
多
様
な
ֶ

び
を
支
え
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
特
別
支
援
教
育

指
導
計
画
作
成
の
Ａ
Ｉ
ア
シ

ス
ト
ツ
ー
ル
の
進
捗
状
況
は
。

ڭ
員
ෛ
୲
の
ܰ
ݮ
等
に
向
け
、

研
究
機
関
等
と
連
携
し
指
導

計
画
࡞
成
を
支
援
す
る
̖
̞
ア
γ

ス
ト
π
ー
ル
の
開
発
を
進
め
て
͓

り
、
県
ཱ
ಛ
ผ
支
援
ֶ
ߍ
６
ߍ
に

て
ࢼ
行
検
ূ
中
で
あ
る
。
令
和
８

年
度
中
に
શ
県
ཱ
ಛ
ผ
支
援
ֶ
ߍ

へ
の
導
入
を
目
指
す
が
、
ڭ
員
の

৺
理
的
な
఍
߅
ײ
や
̖
̞
の
案
を

適
切
に
म
正
・
活
用
す
る
ス
Ω
ル

向
上
が
՝
୊
で
あ
る
。
研
म
等
に

よ
り
現
場
の
不
安
ղ
消
と
活
用
力

の
向
上
に
౒
め
、
ক
来
的
に
は
શ

て
の
ֶ
ߍ
に
͓
い
て
ݸ
に
応
͡
た

質
の
高
い
指
導
の
実
現
を
目
指
す
。

集
約
し
た
教
育
デ
ー
タ
な
ど
を
Ａ

Ｉ
が
参
照
し
、児
童
生
徒
一
人
一

人
の
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
の

「
個
別
の
指
導
計
画
」の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
。個
に
応
じ
た

指
導
の
充
実
や
業
務
の
効
率
化
が

期
待
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
ト
ツ
ー
ル

用
語
解
説

教
職
員
確
保
対
策

教
職
員
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

代
ସ
ڭ
員
を
補
充
す
る
た
め

の
人
材
バ
ン
ク
に
͓
け
る
ॊ

ೈ
に
ಇ
け
る
60
代
ొ
࿥
者
の
拡
充

や
、
ಛ
ผ
໔
ڐ
状
等
の
一
૚
の
活

用
、
産
ٳ
・
育
ٳ
代
ସ
者
の
上
৐

ͤ
࠾
用
を
行
う
。
ま
た
中
高
生
向

け
η
ϛ
ナ
ー
の
開
࠵
地
拡
充
に
よ

ڭ

ҭ

児
童
生
徒
の
不
登
校
対
策

こ
れ
ま
で
の
不
登
校
対
策
の

効
果
検
証
と
改
善
策
は
。

খ
̍
ギ
ャ
ッ
プ
の
ղ
消
に
向

け
഑
ஔ
し
た
খ
̍
ス
マ
イ
ル

α
ϙ
ー
タ
ー
は
、
効
果
を
実
ײ
す

る
੠
が
寄
ͤ
ら
れ
て
い
る
。
し
ͣ

͓
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、

ࢀ
加
ස
度
の
高
か
っ
た
ࣇ
ಐ
生
ె

の
約
６
ׂ
が
ֶ
ߍ
に
つ
な
が
っ
た
。

ߍ
内
ڭ
育
支
援
η
ン
タ
ー
の
設
ஔ

ଅ
進
で
ࢢ
ொ
へ
の
ॿ
成
を
開
࢝
し
、

不
ొ
ߍ
ࣇ
ಐ
生
ె
の
増
加
཰
཈
制

に
効
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
ủ
ֶ

び
の
多
様
化
ֶ
ߍ
Ứ
の
設
ஔ
拡
大

に
向
け
ࢢ
ொ
へ
の
൐
走
支
援
を
行

い
、
さ
ら
な
る
多
様
な
ֶ
び
の
場

と
ډ
場
ॴ
の
確
保
を
図
る
。

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
違
い

に
戸
惑
い
、授
業
中
に
席
に
つ
い

て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、

小
学
校
生
活
に
な
じ
め
ず
に
学
習

や
生
活
に
支
障
を
き
た
す
、い
わ

ゆ
る「
小
１
ギ
ャ
ッ
プ
」を
解
消
す

る
た
め
に
配
置
さ
れ
た
支
援
員
の

こ
と
。具
体
的
に
は
、授
業
時
の
個

別
支
援
や
授
業
準
備・
給
食
の
サ

ポ
ー
ト
と
い
っ
た
支
援
を
行
う
。

小
１
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

用
語
解
説

県
立
高
校
の
魅
力
化

私
立
高
校
無
償
化
に
対
す
る

県
立
高
校
魅
力
化
の
方
策
は
。

県
ཱ
高
ߍ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
や
地
域
リ
ー
μ
ー
の
育
成
、

産
業
人
材
を
ഐ
出
す
る
実
ֶ
的
ֶ

び
の
提
供
、
多
様
な
ࢠ
ど
も
た
ͪ

を
支
援
す
る
機
能
な
ど
地
域
ࣾ
ձ

に
ܽ
か
ͤ
な
い
໾
ׂ
を
果
た
し
て

い
る
͜
と
か
ら
、
生
ె
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
෯
広
い
ֶ
Պ

の
設
ஔ
や
ֶ
ߍ
の
適
正
規
模
の
確

ಛผҕһձࢉܾ
　10 月 22 日から12 月 2 日まで、令和６年度静岡県一般会
計歳入歳出決算など全 17 件の決算審査を行いました。
　委員からは、令和６年度に資金手当債（調整債）を発行し
た経緯および根拠、Ｍ a ＯＩプロジェクトにおける第１次戦略
計画期間の成果および課題など多くの質疑がありました。
　結果として、全ての決算を認定すべきものと決定し、決算審
査の意見を副議長から知事に手交して今後の事業執行や来年
度予算編成に反映するよう要望しました。    

企
業
へ
の
ジ
ἀ
ϒ
ί
ー
チ
೿

ݣ
や
企
業
内
ジ
ἀ
ϒ
ί
ー
チ

の
育
成
と
と
も
に
、
ਫ਼
ਆ
ো
֐
者

ޏ
用
企
業
に
৬
場
؀
ڥ
ア
ド
バ
イ

β
ー
を
೿
ݣ
し
ै
業
員
向
け
研
म

ձ
等
を
行
う
。
令
和
７
年
度
は
ো

֐
者
活
༂
推
進
ޏ
用
α
ϙ
ー
タ
ー

が
ઐ
໳
的
見
地
か
ら
ॿ
ݴ
し
、
࢓

事
内
༰
の
ϛ
ス
マ
ッ
チ
防
ࢭ
と
ޏ

用
後
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

੔
උ
を
行
う
。
ま
た
৬
場
体
験
ձ

を
開
࠵
し
ো
֐
の
あ
る
方
が
࢓
事

へ
の
理
ղ
を
ਂ
め
る
と
と
も
に
、

企
業
が
ো
֐
ಛ
性
や
支
援
機
関
の

໾
ׂ
等
を
ֶ
Ϳ
機
ձ
を
提
供
す
る
。

͘
Β
͠
ɾ
؀
ڥ

リ
ニ
ア
工
事
に
伴
う
要
対
策
土
の
処
理

要
対
策
土
の
処
理
に
向
け
た

今
後
の
対
応
は
。

リ
ニ
ア
中
ԝ
新
װ
ઢ
੩
Ԭ
工

۠
の
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル

工
事
で
は
、
自
વ
༝
来
の
重
金
ଐ

を
ؚ
む
要
対
策
土
の
新
た
な
発
生

が
予
ଌ
さ
れ
る
。
土
৕
Ԛ
છ
対
策

๏
の
झ
ࢫ
に
基
づ
く
ॲ
理
が
不
可

ܽ
で
あ
り
、
̟
̧
౦
海
に
対
し
Φ

ン
α
イ
ト
ॲ
理
に
よ
る
ແ
֐
・
ݮ

量
化
や
、
ೋ
重
ः
水
γ
ー
ト
の
さ

ら
な
る
௥
加
ા
ஔ
に
よ
る
෧
͡
込

め
の
徹
底
を
強
く
ٻ
め
、
10
月
の

県
ઐ
໳
部
ձ
で
着
実
に
実
施
す
る

方
針
が
ࣔ
さ
れ
た
。
今
後
も
流
域

住
民
の
安
શ
・
安
৺
の
確
保
に
向

け
̟
̧
౦
海
と
の
対
࿩
を
続
け
る
。

工
事
や
土
砂
の
仮
置
き
等
を
行
っ

て
い
る
現
場
付
近
に
設
備
を
設
置

し
、自
然
由
来
の
重
金
属
等
を
含

む
要
対
策
土
を
浄
化
す
る
工
法
。

ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
っ
て
発
生
が

予
測
さ
れ
る
要
対
策
土
の
総
量
を

減
ら
し
、自
然
由
来
の
重
金
属
の

無
害
化
を
行
う
。

オ
ン
サ
イ
ト
処
理

用
語
解
説

運
転
૬
ஊ
μ
イ
Ϡ
ル
等
の
૬
ஊ
ઐ

用
ి
࿩
の
設
ஔ
や
ҩ
ྍ
系
ઐ
໳
৬

員
の
運
転
໔
ڐ
η
ン
タ
ー
常
ற
に

よ
り
૬
ஊ
体
制
を
強
化
し
、
安
શ

運
転
に
支
ো
が
あ
る
と
ࢥ
Θ
れ
る

際
は
਍
断
ॻ
の
提
出
を
ٻ
め
、
公

安
ҕ
員
ձ
が
運
転
໔
ڐ
ܧ
続
可
൱

の
൑
断
や
運
転
໔
ڐ
ఀ
ࢭ
等
の
行

政
ॲ
分
を
行
い
ة
ݥ
防
ࢭ
を
図
る
。

ҩ
ྍ
ɾ
෱
ࢱ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
基
準

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
介
護
す

る
際
の
入
所
基
準
見
直
し
は
。

ಛ
ผ
養
ޢ
࿝
人
ϗ
ー
ム
へ
の

入
ॴ
は
県
の
定
め
る
༏
先
入

ॴ
指
針
に
Ԋ
っ
て
ܾ
定
さ
れ
る
が
、

ࢠ
ど
も
や
ए
者
が
հ
ޢ
を
୲
う
場

合
は
指
針
に
໌
確
な
Ґ
ஔ
付
け
が

な
く
、
単
に
հ
ޢ
者
と
み
な
さ
れ

て
入
ॴ
の
༏
先
ॱ
Ґ
が
௿
く
な
り
、

ֶ
業
等
に
Ө
ڹ
が
生
͡
る
事
ྫ
が

あ
る
。
Ϡ
ン
グ
έ
ア
ϥ
ー
を
ओ
た

る
հ
ޢ
者
と
み
な
さ
な
い
͜
と
で

入
ॴ
の
༏
先
度
が
高
く
な
る
よ
う

令
和
７
年
度
中
に
指
針
を
見
直
し
、

ࢠ
ど
も
や
ए
者
が
୲
う
հ
ޢ
ෛ
୲

の
ղ
消
を
༏
先
し
適
切
な
α
ー
Ϗ

ス
が
ड
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

障
害
者
の
就
労
支
援
と
職
場
定
着

障
害
者
の
受
け
入
れ
体
制
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

A

QA

QA

Q

鈴木知事に意見を提出する中田副議長

本会議・委員会を傍聴しませんか
２月定例会

開会　　　　２月１7日
質問　　　　２月２４日・２５日・２６日・２７日
                        ３月 ２日・ ３日
常任委員会　３月  ５日・ ６日・ 9日・１0日
閉会　　　　３月１６日

※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

（                                    ）日程および傍聴に関する問い合わせ先
県議会事務局議事課　ＴＥＬ 054-221-3481 託児案内傍聴案内

託児所もあります！
希 望 の 方 は
託 児 案 内 の
二次元コード
を御確認くだ
さい。
※事前予約が必要です。

すぱっくおやこ小学校2025(授業写真）
©SPAC撮影：牧田奈津美（F4,5）
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QA QA
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ハレバレ「#８０８０」

https://youtu.be/JiNiJs0rnIA
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/jinji/1040988/1011774.html


ϐοΫΞοϓҕ員会ɹʙৗ೚ҕ員会ͷ࣭໰ͱ౴ห͔Βʙ

県議会にରするご意見をおدせください。
ʬあて先ʭ ˟ 420-8�01　੩Ԭ市Ѯ۠௥ख町９-６   ੩Ԭ県議会事務局政策調査課　5&-�054-221-2388　FA9�054-221-35�2　&ϝーϧ�HJLBJ@DIPVTB!QSFG�TIJ[VPLB�MH�KQ　

※ຊࢴは࠶ੜࢴを࢖用しています。 

文
教
警
察
委
員
会

̎
̌
̐
̌
೥
を
見
ਾ
͑
た
県

立
高
校
の
ֶ
校
਺
の
ߟ
͑
方

͓
Α
ͼ
۩
体
త
な
検
౼
方
਑
は
。

県
શ
体
の
人
口
ݮ
গ
に
൐
う

生
ె
਺
の
ݮ
গ
を
౿
ま
え
た

適
正
規
模
の
ҡ
持
に
ඞ
要
な
ֶ
ߍ

਺
を
ࣔ
し
た
。
۩
体
的
な
検
討
は

֤
地
域
の
地
域
ڠ
ٞ
ձ
で
実
施
し
、

令
和
８
年
度
ま
で
に
検
討
を
ऴ
ྃ

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
グ

ϥ
ン
ド
デ
β
イ
ン
を
౿
ま
え
֤
ࢢ

ொ
や
ֶ
ߍ
関
係
者
と
ݸ
ผ
に
ڠ
ٞ

し
、
地
۠
ご
と
に
進
め
て
い
く
。

厚
生
委
員
会

介
護
෼
໺
の
職
員
の
௞
্
͛

や
職
場
؀
ڥ
の
改
善
౳
に
要

す
る
ܦ
අ
に
対
す
る
ॿ
成
が
、
今

後
の
ܧ
ଓ
త
な
௞
্
͛
に
༩
͑
る

Ө
ڹ
は
。

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る
ॿ

成
は
ۓ
ٸ
的
な
対
応
で
あ
り
、

հ
ޢ
分
野
の
৬
員
の
ܧ
続
的
な
௞

上
げ
は
令
和
８
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
հ
ޢ
報
ु
の
վ
定
に
よ
っ

て
図
ら
れ
る
と
ߟ
え
る
。
補
正
予

算
成
ཱ
後
は
効
果
の
早
期
発
現
に

向
け
速
や
か
な
ࣥ
行
に
౒
め
る
。

産
業
委
員
会

ࡂ
害
時
に
͓
け
る
工
ۀ
用
ਫ

の
生
活
用
ਫ
へ
の
ۓ
ٸ
త
な

転
用
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

転
用
に
は
国
の
事
લ
ڐ
可
が

ඞ
要
で
あ
る
͜
と
、
未
消
ಟ

の
た
め
ҿ
料
水
と
し
て
利
用
で
͖

な
い
͜
と
、
一
ൠ
Ո
ఉ
に
提
供
す

る
た
め
の
設
උ
が
な
い
͜
と
等
の

՝
୊
が
あ
る
。
ۓ
ٸ
的
に
給
水
が

ඞ
要
に
な
っ
た
場
合
に
උ
え
、
令

和
８
年
̍
月
に
給
水
܇
࿅
を
実
施

し
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
ূ
等

を
行
っ
て
い
く
。

建
設
委
員
会

運
༌
ۀ
෺
Ձ
高
ಅ
ۓ
ٸ
対
策

事
ۀ
に
Α
る
ެ
ڞ
ަ
௨
事
ۀ

者
や
運
ૹ
ۀ
者
へ
の
支
援
಺
༰
は
。

෺
価
高
ಅ
に
よ
る
ҡ
持
म
સ

費
の
高
ࢭ
ま
り
や
利
用
者
ݮ

গ
、
資
材
価
格
高
ಅ
な
ど
に
よ
り

収
支
悪
化
が
長
期
化
し
て
い
る
地

域
మ
ಓ
、
࿏
ઢ
バ
ス
、
཭
ౡ
ߤ
࿏
、

タ
ク
γ
ー
、
ト
ϥ
ッ
ク
事
業
者
が

対
৅
と
な
る
。
೩
料
代
を
আ
く
タ

イ
Ϡ
や
Φ
イ
ル
の
交
換
、
定
期
点

検
な
ど
の
車
྆
੔
උ
費
用
に
つ
い

て
支
援
す
る
。

総
務
委
員
会

૯
߹
ܦ
ࡁ
対
策
を
੝
り
ࠐ
Μ

ͩ
ࠃ
の
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
を
受
け
た

県
の
̍̎
݄
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ฤ
成
の
ߟ
͑

方
͓
Α
ͼ
今
後
の
対
応
方
਑
は
。

県
民
や
事
業
者
に
対
す
る
෺

価
高
ಅ
対
策
、
ҩ
ྍ
・
෱
ࢱ

α
ー
Ϗ
ス
な
ど
฻
ら
し
の
安
定
に

ඞ
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
補

ॿ
金
等
を
最
大
限
活
用
し
早
期
に

事
業
効
果
を
発
ش
で
͖
る
よ
う
補

正
予
算
を
ฤ
成
し
た
。
今
後
も
本

県
の
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る

積
ۃ
的
経
済
対
策
を
ߨ
͡
て
い
く
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

ツ
Ω
ϊ
ϫ
グ
マ
対
策
に
͓
け

る
ϋ
ン
タ
ー
確
保
策
は
。

本
県
で
は
ク
マ
の
ั
獲
に
関

す
る
஌
ࣝ
や
技
術
が
不
足
し

て
͓
り
、
よ
り
多
く
の
ハ
ン
タ
ー

の
஌
ࣝ
श
得
と
技
術
力
向
上
を
図

る
た
め
、
౦
๺
地
方
な
ど
か
ら
経

験
๛
෋
な
ハ
ン
タ
ー
を
ট㆗

㇟
ㆄ
ᡈㆸ
ㆂ
し
、

ั
獲
技
術
や
安
શ
管
理
の
ϊ
ウ
ハ

ウ
を
直
઀
指
導
す
る
研
म
を
ߟ
え

て
い
る
。
今
後
は
ั
獲
を
୲
う
ྌ

༑
ձ
等
か
ら
ҙ
見
を
࢕
い
、
対
策

内
༰
も
ؚ
め
て
検
討
し
て
い
く
。

文
化
観
光
委
員
会

த
ࠃ
࿏
ઢ
が
ݮ
ศ
と
な
る
෋

࢜
ࢁ
੩
Ԭ
ۭ
ߓ
の
৽
ن
࿏
ઢ

の
就
ߤ
に
向
け
た
ߟ
͑
方
は
。

誘
致
先
બ
定
に
౰
た
っ
て
は
、

ߤ
ۭ
業
界
の
動
向
や
観
ޫ
需

要
の
΄
か
産
業
交
流
の
ࢹ
点
も
צ

案
し
て
運
営
ݖ
者
と
共
に
検
討
す

る
。
ै
来
、
౦
ア
ジ
ア
が
中
৺
で

あ
っ
た
が
国
際
情
੎
の
ม
化
に
ॊ

ೈ
に
対
応
し
、
リ
ス
ク
分
ࢄ
の
観

点
か
ら
ϕ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
な
ど
の

౦
南
ア
ジ
ア
の
新
規
࿏
ઢ
誘
致
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

QA QA

QQ

Q

A

QA

QA

A

A

�
݄
�
೔
に
෋
࢜
高
校
৽
ฉ
部
�
໊
は
、
大
ੴ
݈
࢘
ٞ
員
、
ࢁ
ຊ
জ
඙
ٞ
員
と
ủ
ެ
立
高
校
の
ࡏ
り

方
に
つ
͍
ͯ
Ứ
を
ς
ー
マ
に
ҙ
見
ަ
׵
を
ߦ
ỳ
た
。

《Ԡืཁྖ౳》
ᶃ౴͑ᶄॅॴɾࢯ ɾ໊೥ ɾྸి ࿩൪߸を໌هの্、ᶅݝ

議会ͩΑΓͷ͝ײ૝΍ݝ議会΁ͷ͝ҙݟをఴ͑て、２月
�日（月）までにཝ֎の政策調査課あてに、ハΨΩ、̛̖̭ 、
ＥϝーϧまͨはԠืϑΥーϜでごԠืください。
　ਖ਼ղऀの中͔Βநબで20໊の方に、ʮ෋࢜ࢁ࿢५͍
ϞοπΝϨϥ�΄͔�νʔζ�छηοτʯをおૹりいͨします。
　なお、当બऀの発දは発ૹをもって୅͑させていͨだ
͖ます。
用࢖ਓ৘ใは঎඼の発ૹとಡऀ૚の調査のͨΊにݸ※
　します。

ʬ໰୊ʭ
　12月ఆྫ会Ͱ͸ɺ県ͷࡀೖ֬อʹ޲
͚ɺ෦ہԣஅͷݕ౼νʔϜΛൃ଍͠ɺ静岡
県ͳΒͰ͸ͷັྗతͳฦྱ඼ͷ։ൃ΍ମ
ΛਐΊ͍ͯ౼ݕฦྱ඼ͷॆ࣮ͳͲͷܕݧ
Δɺ˓ ˓˓˓ೲ੫ͷऔり૊ΈڧԽࡦʹͭ
͍࣭ͯ໰͕͋り·ͨ͠ɻ

˞˓ʹ֘౰͢ΔͻΒ͕ͳ�จࣈΛ͓౴͑͘
　だ͍͞ɻ

（ώンτは 2 ໘にあります）

■ϓϨθϯτͷ͝঺հ
　෋࢜ࢁの࿢でੜ࢈されるྑ
࣭なڇೕ͔Β࡞るϞοπΝレϥ
は、δϡーγーなϛϧΫຊདྷの
෩ຯと͖ڻのॊΒ͔さがಛ௃
です。「;͡のくに৽঎඼セレΫ
γϣン２０２２」ۚߴ࠷৆をड৆しͨ

「෋࢜ࢁ࿢५いϞοπΝレϥ」を
は͡Ί、カϚンϕーϧ、ΦϦーϒ
ΦΠϧ௮͚、おͭまΈνーζの
４छྨをセοτでおಧ͚します。

富
士
高
校
新
聞
部
か
ら
の「
寄
稿
記
事
」で
す

ủ
ެ
ཱ
ߴ
ߍ
の
ࡏ
Γ
ํ
ỨΛ
ς
ồ
Ϛ
ʹ
ҙ
ݟ
ަ
׵

２
̌
̏
̏
年
度
ま
で
に
、
෋
࢜

地
۠
の
公
ཱ
高
ߍ
が
࠶
ฤ
さ
れ
る

計
画
が
あ
る
。
࠶
ฤ
の
理
༝
に
は

ক
来
の
公
ཱ
高
ߍ
の
ड
験
者
਺
の

ݮ
গ
が
ڍ
げ
ら
れ
た
。
ͦ
の
എ
ܠ

に
は
、
高
ߍ
の
त
業
料
ແ
ঈ
化
に

よ
り
ࢲ
ཱ
高
ߍ
へ
の
入
ֶ
の
ハ
ー

ド
ル
が
Լ
が
っ
た
͜
と
が
あ
る
。

฼
ߍ
に
入
ֶ
し
た
い
と
い
う
人
を

増
や
す
た
め
に
高
ߍ
生
が
で
͖
る

͜
と
は
গ
な
い
が
、
通
っ
て
い
る

公
ཱ
高
ߍ
の
ྑ
さ
を
発
信
し
、
問

୊
ղ
ܾ
に
໾
ཱ
ͪ
た
い
。

部
活
動
が
ֶ
ߍ
ڭ
育
か
ら
ࣾ

ձ
ڭ
育
へ
Ҡ
り
ม
Θ
っ
て
い
く
中
、

部
活
動
の
地
域
Ҡ
行
は
ڭ
ࢣ
か
ら

す
れ
͹
ෛ
୲
の
ܰ
ݮ
と
な
る
。
し

か
し
、
高
ߍ
生
の
ࢹ
点
か
ら
で
は

利
点
が
見
え
に
く
か
っ
た
。
今
回

の
ҙ
見
交
換
を
通
し
て
、
高
ߍ
生

の
Ϩ
ϕ
ル
に
合
っ
た
ઐ
໳
性
の
高

い
指
導
を
ड
け
る
͜
と
が
で
͖
る

な
ど
の
Ը
ܙ
も
あ
る
と
Θ
か
っ
た
。

੩
Ԭ
県
で
も
̨
̣
̨
を
適
正

に
利
用
す
る
た
め
の
ಛ
ผ
ҕ
員

ձ
が
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
೤

海
で
の
土
ੴ
流
の
一
݅
か
ら
、
い

ͪ
早
く
੝
り
土
規
制
の
৚
ྫ
が
制

定
さ
れ
た
。
࣌
代
の
流
れ
に
合
Θ

ͤ
、
࣌
に
શ
国
の
先
ۦ
け
と
な
る

動
͖
を
し
て
い
る
と
஌
っ
た
。
ٞ

ձ
は
࣌
代
ͩ
け
で
な
く
地
域
に
合

Θ
ͤ
た
政
策
を
行
͓
う
と
し
て
い

る
。
ͦ
の
た
め
に
は
ࢲ
た
ͪ
一
人

一
人
が
੠
を
あ
げ
る
͜
と
が
؊
要

ͩ
と
ײ
͡
た
。

ủ
࡮
৽
͞
Ε
Δ
੓
࣏
Ứ

ủ
ެ
ཱ
ߴ
ߍ
の
ม
ֵ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứ

ủ
初
ౙ
に
༙
͖
্
が
る
Ứ

撮
影
者
／
山
口
勉
さ
ん（
三
島
市
）

撮
影
地
／
伊
豆
の
国
市

ủ
ଡ଼
্
͛
Ứ

撮
影
者
／
石
垣
清
俊
さ
ん（
静
岡
市
駿
河
区
）

撮
影
地
／
静
岡
市
清
水
区

令
和
６
年
度
写
真
コ
ン
ク
ー
ル「
冬
の
部
」入
選
作
品

෋࢜ࢁ࿢५いϞοπΝレϥ ΄͔ 
νーζ４छセοτ

（写真はΠϝーδです）

県議会だより（９月定例会号）に
寄せられたご意見

Q
ϓ Ϩ θ ϯ τ ෇

Ԡื
ϑΥʔϜ͸
ͪ͜Β

QQ県議会
クイズ

ձτϐοΫεٞݝ 「県議会高校出前講座」
˔σϑϦンϐοΫ、ඇৗに੝り্がってྑ͔っͨです。
ຯをڵは会場に行͚な͔っͨのですが、ख࿩にࢲ　
　࣋ͪ学ΜでΈͨいとࢥいましͨ。関ऀ܎の方ʑの

。意をදしますܟுりにؤ
˔県のࡒ政がݫしいとใಓで知りましͨ。各छ事業

がܭըされていますが、վΊてඅ用ରޮՌやശも
のであれ͹ҡ࣋؅ཧ౳をごݕ౼の͏͑、࣮ 行ئい
ます。今のπέを次ੈ୅に先ૹりだ͚はࢭΊてい
ͨだ͖ͨいです。

　県議会では、एऀੈ୅に੓࣏΁のؔ৺をߴΊてもらうとともに、
県議会を਎ۙに͡ײてもらうたΊ、議員が県಺のߍߴ΁出޲き、ੜ
ెがڵຯやؔ৺のあるςʔϚにͭいて意見交׵を行ͬています。
ʻ令和̓年̕月ʙ11月࣮ࢪʼ
ɾ෋࢜ߍߴ　
ɾ静岡ძ༿ߍߴ　　
ɾ静岡๺ߍߴ　　
ɾֻ ઒౦ߍߴ

ɾҏ౾૯߹ߍߴ
ɾপ௡ཱࢢপ௡ߍߴ
ɾ੕ྕߍߴ

ʻ令和̔年１月࣮ࢪ予定ʼ
ɾౡా޻業ߍߴ
ɾ඿দބ๺ٱࠤߍߴ間෼ߍ
ɾ静岡೶業ߍߴ
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https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=18930
https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=8082&accessFrom=



